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研究成果の概要（和文）： 

 

本研究の目的は、インタビューで聞き取られた「語られたストーリー」と教育実践を通して

収集された「自分史的エッセイ」をウエブ上のホームページにアーカイヴ化をすることであっ

た。人々のライフストーリーをアーカイヴ化し発信し、ライフストーリーを聞くこと、書くこ

と、そして、読むことの意義についての社会学的考察の機会を与えている。また、他の人のラ

イフストーリーを読む機会を提供し、一般の人々に自らの人生について考察する可能性を示し

ている。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 

The project was designed to create a life story center in a homepage on the web in which 

“told stories” based upon interviews and “personal essays” collected through educational 

practice are archived for the public.  The center provides a sociological forum to discuss 

the significance of listening to, writing about, and reading of life stories.  It also provides 

other people’s stories available for the public and gives an opportunity to make them reflect 

on their own life stories. 
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１．研究開始当初の背景 

 

研究開始の 2010 年において、海外では、

データのアーカイヴ化への動きはさまざま

な分野ですすめられていたが、Densho に代表

されるような日系アメリカ人の歴史に限定

したアーカイヴ化、海外のオーラルヒストリ

ープロジェクトを実施しているセンターで

は、「個人のライフストーリー」をデジタル

化し、映像あるいは文章でアーカイヴ化し、

歴史的記憶として記録する試みが行われて

い る 。 た と え ば 、 ア メ リ カ の Baylor 

University, Institute for Oral History が

それにあたる。また、南メイン州立大学の

Life Story Center では歴史的な記憶を記録

として残すために、訓練を受けた学生がイン

タビューをしたストーリーをアーカイヴ化

し、一般の人々に公開している。 

 しかし、日本においては、人々のストーリ

ーをアーカイヴ化する試みは、一般的には、

特定のテーマに基づいたものに限定された

ものである。たとえば、神戸大学の異文化交

流センターは外国人労働者のストーリーを

アーカイヴ化しているが、それは、一般の

人々に公開されることを目的とせず、実態調

査のためのアーカイヴ化である。また、「戦

争体験放映保存の会」のように歴史的記録と

して、戦争体験の継承を目的として、映像に

よる証言を保存しようとしているところも

ある。さらに、個人のレベルでのアーカイヴ

化の例として、北星学園大学の吉田かよこ氏

による『オーラルヒストリーの映像アーカイ

ヴの構築及びウエブ上での公開に関わる諸

条件の研究』（2007 年）がある。海外でのア

ーカイヴ化を実践している例を紹介、参考に

しながら、それらを、大学のホームページに、

北海道におけるアイヌの人々の歴史と現状

について映像を用いたインタビューをアッ

プしている。 

しかし、2010 年の段階では、多様な個人の

ライフストーリーのアーカイヴ化の試みは

まだ日本ではあまり行われていない状態で

あった。 

 
２．研究の目的 

 

 本研究、「ライフストーリーセンター構築

によるストーリーの社会学的研究」の目的は、

個人が自らの言葉で綴った「自己のライフス

トーリー」とインタビューによって聞き取ら

れた「他者のライフストーリー」を収集しデ

ジタル化した上で、分類、インデックス化す

ることで、ライフストーリーのアーカイヴを

構築し、一般に公開するためのライフストー

リーセンターを創設することを目的とした。

そのセンターに多様なライフストーリーを

アーカイヴ化し、研究者には研究するための

データを提供し、一般の人々には「自己のラ

イスストーリー」を書く機会と「他者のライ

フストーリー」を読む機会を提供し、自らの

人生について再考する場を提供しようと考

え、始められた。 

 
３．研究の方法 
 

 本研究プロジェクトの研究者たちは、共通

してライフストーリー研究に興味を持ち、ラ

イフストーリー・インタビュー調査や授業の

中で学生たちに自分史的エッセイを書かせ

る実践を行ってきている。初年度は、それぞ

れの研究者がそれまでに蓄積していた「語ら

れたストーリー」と「自分史的エッセイ」を

編集整理して、ライフストーリーセンター：

「ライフストーリー文庫～きのうの私」に掲

載しアーカイヴ化した。2年度及び3年度は、

その期間中にインタビュー調査で得られた

「語られたストーリー」と「ライフヒストリ

ー研究」あるいは「社会学」の授業をとして

収集された「語られたストーリー」及び「自

分史的エッセイ」を編集整理し、「ライフス

トーリー文庫～きのうの私」にアーカイヴ化

を行った。それぞれのストーリーにタイトル、

要約、目次などが付けられ、構築されたホー

ムページで、検索機能によりキーワードでア

クセスできるようにされている。 

 
４．研究成果 
 

社会学を専攻し、特に、ライフストーリー

研究をテーマとする 3 人が、ライフストーリ

ーのアーカイヴ化とストーリーの社会学的

研究の可能性について考察するために、本研

究テーマである「ライフストーリーセンター

構築によるストーリーの社会学的研究」を行

った。3 人はそれぞれライフストーリー研究

を行ってきたという点では共通の関心ごと

を持っているが、具体的な研究テーマ、方法

論、あるいは、教育実践において、それぞれ

の特徴を持っている。その特徴を活かし共同

研究を行い、役割分担をして研究成果を出し

た。研究成果は以下である。 

 

1)ストーリーを語り、読むことの重要性につ

いて論じながら、そのストーリーを公開し広



 

 

く読まれる価値を確認した。そして、ロバー

ト・アトキンソンがアメリカで設立している

ライフストーリーセンターについて研究し

た上で、本研究のストーリーのアーカイヴ化

であるライフストーリーセンター「ライフス

トーリー文庫～きのうの私～」の設立し、公

開した。 

 

2)「ライフストーリー文庫～きのうの私～」

にストーリーを公開していく過程を通して、

人びとに読まれる魅力あるストーリーにす

るためには、編集上の工夫や技術が重要であ

ると認識し、タイトルの工夫、あらましと目

次の整理、読みやすい文章への校正作業など

を行う必要があることが分かった。 

 

3)ライフストーリーストーリー研究の過去

と今について整理し、ライフストーリー研究

の現在を概観した。そのレビューの方法とし

て、ライフストーリーが社会調査のテキスト

の中でどのように扱われているか、ライフス

トーリー研究を主眼とする 3つの研究会の活

動の中でどのような位置づけになっている

か、そして、最後に、ライフストーリー研究

の 2人の代表的な研究者の最新の著書を読み

解くことで、ライフストーリー研究のレビュ

ーを行い、現状について包括的なまとめを提

供している。 

 

4)自分史をライフストーリーの一つの形態

と考え、自分史の社会学的研究の意義を明ら

かにした。自分史のもつストーリー性に注目

し、自分史作品をレビューし、その特徴につ

いて分析した。また、自分史作品が書かれる

動機に関する議論を整理し上で、若者が書く

自分史作品に注目した。その自分史作品を、

自己の物語だと見なし、物語論から自分史を

論じることができるとした。 

 

5)ライフストーリー・インタビューに関する

理論的な議論を包括的にレビューしている。

次に、本研究がめざしているストーリーのア

ーカイヴ化している実践例を紹介し、それぞ

れの特徴をまとめている。そして、最後に、

研究分担者自らがライフストーリー研究の

テーマとしている男性養護教員に関するラ

イフストーリー・インタビュー調査に基づい

たライフヒストリーの社会学的研究の実例

を示し、インタビューは「人との出会い」で

あることにも触れ、ライフストーリー・イン

タビューに基づいた研究の意義があること

いう知見を得た。 

 

6)授業で受講生たちに対してインタビュー

調査を課題とし、授業の実践を行うことで、

ライフストーリー制作が学生に対してもつ

教育的効果があると指摘できる。授業におい

てまず、ライフストーリー制作の動機付けか

ら始め、具体的な語り手探しに関わる学生た

ちの声に触れている。また、実際に学生がイ

ンタビューする時の実践的技術や編集から

作品完成までのプロセスは、学生にとって意

義あるもので、インタビューは「人との出会

い」としての教育的意義があると言える。 

 

7)授業で「自分史的エッセイ」を書かせる課

題を課し、「自分史的エッセイ」を書く授業

実践を分析し、自己語りとしての「自分史的

エッセイを書く」作業は自己変革になるので

はないかと考えられた。また、「自分史的エ

ッセイ」として書かれたストーリーは、それ

自体が一つのテキストとして、読者に読まれ

るべきものであるという前提で、それをウエ

ブで公開する意義もあると考えられた。    

以上のように、ライフストーリー研究に携

わってきた共同研究で、「ライフストーリー

文庫～きのうの私～」の創設し、運営するこ

とで、ストーリーの社会学の可能性を追求し

ている。一つの特徴的な点は、自分史も自己

の物語だと位置づけ、ストーリー研究の枠で

考えている点である。ライフストーリー・イ

ンタビューに基づくライフストーリー研究

は、「語られた物語」の内容だけでなく、「ど

のように語られたか」の視点を重視し、イン

タビュー調査における相互作用から生まれ

た「共同作品」であるということが強調され

る。それに対して、「自分的エッセイ」「自分

史作品」はその相互作用の要素が少なく、対

話ではなく、書き手の「モノローグ」であり、

共同作品とは言えないという議論があるか

もしれない。しかし、「自分史的エッセイ」

を書く、読む行為の中にも、「他人の視点」「人

間関係」「読み手」などを強く意識し書くと

いう点に注目し、インタビュー対象者の語り、

「語られた物語」でもあると見なしている。

ライフストーリーを語ることを通して、イン

タビュー対象者が過去の経験を再解釈し、意

味付与をし、自己変革を起こすように、「自

分史的エッセイ」も書く行為をとおして、自

らの過去の体験を再解釈し、意味付与し、自

己変革を起こす可能性があるという点では

質的には同じではないかと考えている。ただ

し、インタビュアからの働きかけがないので、

相互作用から生まれる物語というよりはむ

しろ、「過去の自分との対話」、「語らなかっ

た自分との対話」として見なされるべきで、



 

 

本人の反省的な主体性がもっとも重要な要

素になっている。 

 

 本研究の意義と今後の課題 

 

第 1の意義としては、まだ、質的なデータ

のアーカイヴ化があまり進んでない現在、3

人という研究チームのレベルで小さい規模

ではあるが、ライフストーリーのアーカイヴ

化を行い、一般の読者に公開している点であ

るといえる。この公開されたライスストーリ

ーが一般に人々にどれだけ役に立っている

かは未知数であるが、このように発信するこ

とで、ストーリーを読む機会を供給している

点は重要であると思われる。今の段階では、

まだ、43 編のストーリーに過ぎないが、「ふ

つうの」人々のストーリーを聞き、読む機会

があまりないので、この後、数を増やすこと

で、その価値と意義が増すであろう。 

第 2の意義としては、ライスストーリー研

究の過去と現在を概観し、ライフストーリー

研究に対する包括的な理解を提供している

のではないかと思われる。また、ライフスト

ーリー研究の中に、若い年齢層が書く「自分

史的エッセイ」に関わる議論を行い、物語論

として展開する可能性に触れている点も本

研究の意義であろう。いままで、自分史とい

うと高齢層が自分の過去の経験を「歴史の記

録として残す」ものという認識が一般的であ

ったが、「自分史的エッセイを書く」行為は、

インタビュアによってインタビューされた

語り手が語る行為と類似するものがあると

いう指摘をし、ライフストーリー研究の枠を

広げる可能性について述べている。 

 第 3として、ライフストーリー研究の教育

的機能について触れた点も重要であろう。ま

ず、「語られたストーリー」や「自分史的エ

ッセイ」を学生が読むことで、「物語的思考」

が活性化され、いままで、理解しようと思わ

なかったことに共感し、今まで知らなかった

世界を知る可能性がある。次に、ライフスト

ーリー研究の一環として、学生自らインタビ

ューを行い、ライフストーリー作品を完成し

ていくなかで、「人びととの出会い」を経験

し、編集作業等を経験することで、他人理解、

自己理解を深める可能性がある。インタビュ

ーをして他人のストーリーを理解し新しい

発見をするように、「自分史的エッセイ」を

書くプロセスで過去の体験の再解釈し、自己

理解を深める可能性がある。大学教育のなか、

ライフストーリー研究は単なる知識の獲得

ではない、体験型の知を創造する可能性も持

っていると言えるであろう。 
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